
平成29年度 全国地域づくり人財塾 地方開催（案）

（開催目的）

地域活性化においては、様々な知識・経験を持った人が、その知識・経験とアイデアを活かしながら、それぞれ活

動に取り組み、地域で様々な活動が展開されている状況こそが重要。そのような状況を生み出すために必要となる

地域づくり活動を自らの手で企画し実践できる人材を全国各地域において育成するため、人材力活性化研究会の

構成員が直接赴いて育成することを目的とする。

来年度以降の開催計画（案）

〇全国を北海道・東北・北陸・関東甲信越・東海・近畿・中国四国・九州沖縄の８ブロックに分けて年に１ブロック
において実施することとする（地域バランス重視型）

→前回の研究会における構成員の意見を踏まえ、九州地方において開催することが適当か。
または、ある程度近隣の地域から受講生が集まりやすい都市地域を検討すべきか。

＜（参考）仙台開催に当たり事前に考慮した事項＞
・全国からの受講生が宿泊できる場所が研修場所又は近隣において確保できること
・約１００名が余裕をもって使用できる会場を確保できること（直接対話会場の確保も含む）

〇若しくは、あらかじめ公募により二つの開催地を柔軟に決定する方式とすべきか（開催地意向重視型）
→開催地を公募することとすべきか。※複数応募があった際には、どのように決定すべきか。
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（参考）平成２８年度 全国地域づくり人財塾（地方開催 in仙台）

地域活性化においては、様々な知識・経験を持った人が、その知識・経験とアイデアを活かしながら、それぞれ活

動に取り組み、地域で様々な活動が展開されている状況こそが重要。そのような状況を生み出すために必要となる

地域づくり活動を自らの手で企画し実践できる人材を、人材力活性化研究会の構成員が中心となって育成する。

開催概要

場所：仙台国際センター展示棟会議室
仙台市青葉区青葉山無番地

日時：平成28年8月1日（月）～2日（火）
定員：１００名 ※当日受講者84名（男性 57人 女性 27人）
対象：地域づくりに関心のある行政職員・地域づくり団体・NPO関係者
主催：総務省 （共催）宮城県・仙台市

主な研修講師

飯盛 義徳（慶應義塾大学SFC研究所所長、総合政策学部教授）
小澤 浩子（赤羽消防団 副団長）
富永 一夫（NPO法人 NPOフュージョン長池 会長）
豊重 哲郎（柳谷自治公民館 館長）
前神 有里（一般財団法人 地域活性化センター総務企画部クリエイティブ事業室 室長）
牧野 益巳（日本マイクロソフト株式会社会長室 業務執行役員シチズンシップリード）
松村 豪太（一般社団法人ISHINOMAKI2.0 代表理事）
＜ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ･ﾊﾟﾈﾘｽﾄ＞
津軽海峡マグロ女子会 島 康子･（一社）IMPACT Foundation 佐々木 大・（一社）ワカツク 渡辺 一馬

※人材力活性化研究会構成員を中心に東北地方で活躍する有識者を招聘
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